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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
　本論文は、イギリスにおけるスポーツの代表格である競馬に注目し、その統括団体であるジョッキー・ク
ラブについて考察するものである。この意味では、スポーツ史の論文であるが、本論文はそれにとどまらず、
スポーツ史の枠を超える、社会史的あるいは文化史的試みであると評価できる。近代化のプロセスでのスポー
ツの有り様を検証することで、9世紀のイギリス社会の階級性について実証的に論じようとするもので、き
わめて意欲的な論文であると言える。史料としては、メディアの側面に関心を持ち、ジョッキー・クラブの
発信媒体であった一次史料『競馬年鑑』Racing Calendar や、『血統登録書』を丹念に読み解いていて、そ
れが論文を説得力のあるものにしている。問題提起に終わらず、史実を吟味し、それを具体化した点で、オ
リジナリティのある研究である。
　さらに、より具体的に、本論文において評価すべき点を示すとすると、まず第に、スポーツに、その中
でも「全階級的」な競馬に注目し、しかもその社交クラブであるジョッキー・クラブに焦点を当てて研究し
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たことにこそ、独創性がある。先にも述べたが、スポーツの歴史を、社会史、文化史に昇華させる可能性を
指し示す論文であることが評価できる。つまり、社交や娯楽を通してイギリス社会を見ることを実際に具体
化したことが評価できる。
　第２に、貴族から一般へといたる競馬の参加者の対立と融合の様相を、クラブの構成員、馬主、購読者を
数量的に、データを一つ一つ丁寧に拾い上げ、階級、中心と地方などの要素によって分類し、実証的に示し
たことがある。また、単に量的な分析にとどまらず、それらを空間的な分析に発展させていることも評価で
きる。賭けにおける上流階級と労働者階級の差異の指摘にも関心が持てる。
　第３に、サラブレッドの血統の重視と貴族性を結びつけたことに独自の視点があり、それがイギリス本国
のみならず、他国、特に植民地にももたらされることの示唆は、今後研究がさらに進められるべきテーマと
してではあるが、研究の膨らみを実感させるものである。
　評価すべき点を述べてきたが、本論文にも限界や未熟な点がないわけではない。第１に、全体として、１
世紀間を扱わざるを得なくなったがゆえに、それは多くの面で今後の研究の方向性を指し示す上で有意義で
はあったが、多少叙述的にならざるを得なかった点が惜しまれる。ジョッキー・クラブの発展にとっての立
役者であった、初期のチャールズ・バンベリー、中期のジョージ・ベンティンク、最盛期のジョン・ラウス
といった３名の活躍を中心にまとめ、論文をわかりやすく展開している点は高く評価できるが、ジョッキ ・ー
クラブの歴史的意義を問う点では、やや説明不足にならざるをえなかった面がある。
　第２に、数量分析が基本となっているが、それは評価すると共に、若干の修正を必要ともする。馬主、購
読者の分析は母体が多いがゆえに、客観的なデータの抽出に成功しているが、クラブのメンバーの分析は、
60から80人程度なので、その変容を問うには、メンバーひとりひとりのプロソポグラフィー的研究による補
完が必要ではなかったかと指摘できる。
　もっとも、これらの問題点は、先に述べた評価すべき点が、それぞれ独創性が高いだけに生じたものでも
あり、本論文が現時点で内包する限界であるといえる。その克服は、今後鍵谷氏が研究者としてさらに発展
していくうえでの課題となろう。このことは、06年２月6日に実施された公開審査会の口頭試問で審査委
員が質した質問に対しての返答から考えるに、鍵谷氏自身が今後の課題として自覚しているという感触を得
ている。いくつかの問題点を提示したが、それらを勘案しても、本論文は博士論文としての条件を十分に満
たしている。本論文審査委員４名は、論文の審査ならびに公開審査会での口頭試問の結果により、鍵谷寛佑
氏が本論文によって博士（歴史学）の学位を受けるに値すると判断し、ここに報告する。
